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前高田と宮古の 2箇所でのチャリティー ・ コンサートが決まった

んです。 いつもお金をもらってショー／パフォーマンスとして見せ

てますけど、 あのような場所に本当の意味でチャリティーに行っ

たのは今回が初めだったので、 音楽を演奏する姿勢がかなり違

いましたね。 本当に感動しました。

● 10月 9日ブルーノートで行われた JUJU のライブ

　あの JUJU のライヴを見た僕の娘が 「初めてジャズの面白さ

が分かった！」 と言っていましたが、 彼女たちがよく知っている

どっちかと言うとポップスの人がジャズを歌うと 「これはこれで面

白い！」って感じたみたいです。JUJUのようなアーティストがジャ

ズとポップスの架け橋というか、 ジャズ ・ ファンも取り込んでもら

えると少しは明るい未来が開けて来るのかなあって思いますね。

≪ JUJU 初の JAZZ カヴァー ・ アルバムで、 納さんも参加して

いる 『DELICIOUS』 は 11月 30日にリリースされます！≫

●納さんが手掛けたジャズマン必携の一冊 『ジャズ ・スタンダー

ド ・バイブル ～セッションに役立つ不朽の 227曲』 について

　お蔭様で好評を頂いています。 これまでにも似たようなものは

ありましたが、 曲数は多いけれど要らない曲が多いとか、 曲は

いいけど見づらいとか、 メロディが間違ってるとか、 どれも現場

で使いづらいものばかりだったんです。 セッションなど現場で使

うものなので、 コード進行やメロディ、 譜面という参考資料として

の価値と共に現場での使いやすさと見やすさに一番重点を置い

て作りました。 この本が出たのが昨年 11月で、 話を始めたの

がその前年の夏くらいですね。 「よし、やろう！」 って決めてから、

曲を選んで、 著作権を調べたり、 リットーさんと打ち合わせしな

がら譜面を書いていって、最終的に 1年半くらいかかりましたね。

振り返ってみると毎朝 2時間くらいコツコツやりながら相当時間

がかかっているんですけど、 やってる時はジグソー ・ パズルや

プラモデルを作っているみたいな感じでしたね（笑）。 “バイブル ”

というタイトルはリットーさんが付けてくれたんですよ （笑）。

●納さんがベース～ジャズを始めたきっかけ

　楽器そのものが好きだったんです。 元々エレキ ・ ベースを弾い

たフュージョン小僧だったんですね （笑）。 マーカス・ミラーやジャ

コパスを聞いているうちに 「ジャズを勉強しないと…」 と思ったん

です。 フュージョンはジャズから流れて来たっていうのもよく分か

りますし、 それよりも何よりも 「ウッドベースという楽器がカッコい

●レコーディング ・スタジオにてインタビュー

　今日と明日の 2日間、 EQ の新作のレコーディングなんです。

来年春頃のリリースになると思いますがまだ未定ですね。 年末

に EQ のライヴがありますが、 このレコーディングからの内容で

はなく、 CHAKA （vo） が入ったヴォーカルものになります。

● 『三色の虹』 『琴線』 に続くリーダー ・アルバムの予定は？

　今のところ未定です…。 でも、 オリジナルに関しては EQ でで

きる状況があるので、 わざわざ自分で一枚アルバムを作る大き

な理由がないと見えてこないですね。 『琴線』 はキングさんから

企画を頂いて作ったアルバムで、 本当に自分がやりたいことって

いうのは 『三色の虹』 以降やってないですね。 （EQ の新作で

は納さんのオリジナル 2曲が収録される予定だそうです！）

●東北 ・被災地への楽器支援について

　震災直後に何ができるかと考えた時に、 ミュージシャンとしてで

きることは演奏なんですけど、 現場はとても演奏できるような状

況ではないですし、あれだけの建物が流されてしまったんだから、

楽器を流されてしまった子供たちもいるだろう…と twitter でちょっ

とつぶやいたら 「こんなことをしている団体がありますよ！」 っ

て情報提供してくれた方がいたんです。 それでコンタクトしてみ

たら、 管楽器はやっているけど弦楽器はスタッフが全然いないこ

とが分かったんです。 だったら僕は僕なりにその団体とも連携し

つつ、 自分自身の動きで支援できればということで、 できる範囲

内でウッドベースやエレキ ・ ベースに関して支援しています。 楽

器を流されてしまったという学生さんとか社会人の人たちに楽器

が戻ることで、 少しでも気分転換になればと願っています。

●森山良子さんとのチャリティー ・ コンサート

　津波でピアノごと家を流され、もちろん新たに買うことも出来ず、

また買っても弾けるような状況でないという中学生の女の子が、

キーボードの支援を求めているという情報をもらったんです。 僕

はちょうど良子さんに、 ツアー中の練習のためのキーボードを貸

してあげていたので、 それを東北の支援用にするために返して

もらったんですが、 そのときせっかくだからそのキーボードに良

子さんのサインを入れてもらったんですね。 そしたら良子さんが、

「チャリティーコンサートなんかが出来る機会があったらいつでも

誘ってね！」 って言ってくださったんです。 それで、 10月頃にそ

のことを相手に伝えたら、 トントン拍子に話が進んで、 11月に陸
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Jazz Interview　 Vol.27
★ ジャンルを超えて活躍するスーパー・ベーシスト！ ★

　京都大学在学中に鈴木淳氏に師事し、 京都大学卒業後バークリー音楽大学

に留学。 優秀なベース奏者に贈られる 「エディ・ゴメス賞」 を 2年連続で受賞。

同大学を卒業して帰国後は都内のライブハウスやスタジオセッションを中心に

活動。 渡辺貞夫グループをはじめ、 森山良子、 桑田佳祐、 石井竜也、 平井

堅、 JUJU など、 ジャズに限らず様々なジャンルのアーティストたちから厚い信

頼を寄せられるベーシストの納浩一さん。 これまで 『三色の虹』 （1997年）、『琴

線』 （2006年） の 2枚のリーダー・アルバムをリリース。 2001年に大坂昌彦、

小池修、 青柳誠の 3人と共に作ったユニット 「EQ」 でも凄まじいプレイを連発

しているスーパー ・ ベーシストに都内のレコーディング ・ スタジオで話を伺った。

その超絶なベース ・プレイもさることながら、 人柄もとても魅力的でした！

　　　　　　　　　【2011年 11月 28日（月）「Heart Beat Recording Studio」にて】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【取材協力：ミヤケマキ / 文：加瀬正之】

納浩一【Koichi Osamu】
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い！」 「これやってみたい！」 って思ったんですが、その頃はウッ

ドベースでポップスをやるって事が、 特に日本ではいまほど一般

的でなかったし、 とりあえずはジャズをやるしかなかったわけで

す。 でもマーカスやジャコといったスター ・ ベース ・ プレーヤーば

かり聞いていましたから、 最初に聞き始めた、 あのポール ・ チェ

ンバースでさえ何かこう音がボコボコボコって感じで、 全然ピンと

来なかったんです。 まあ、 まず最初はウッドベースという楽器自

体に惚れ込んだって感じですね。 もしあのころエディ ・ゴメスやペ

デルセンを知っていたら 「わっ！」 と思ったんでしょうが、 それで

もマーカスやジャコほどは派手じゃないし、 ああいったかっこいい

グルーブ感といった音楽でもないですしね。 ジャズのおもしろさが

しっかり分かるようになるまでにはかなり時間がかかりました。

●憧れたウッドベース奏者は

　「ジャズってピンとこない音楽だなあ…」 っていう中で、 パッと

光が見えたのはジョージ ・ ムラーツですね。 ジョージ ・ ムラーツ

を聴いて 「カッコいい！」 って思って、それからはずっとジョージ・

ムラーツをフォローしていました。 僕は白人系が好きで、 その後

もジョン ・ パティトゥッチとかデイヴ ・ ホランドとかエディ ・ ゴメス

とかも聞きましたけど、 いろんな意味で自分の方向性などに最も

影響を与えてくれたのはジョージ ・ムラーツですね。

●愛用のベースについて

　ウッドベースは 2本のジュザックを使用していて、 1986年にボ

ストンで手に入れた楽器をメインで使っています。エレキはマット・

ギャリソンの 6弦と 5弦がメインですね。

●現在のジャズ ・シーンについて

　今ある現状というのは相当厳しいと思いますね。 仕事として成

り立たない状況ですし、 プロという意識を持てないような状況で

ライヴハウスがどんどん増えていますよね。 僕たちの頃はギャ

ラを出しくれる店があって、 そこに出るためにはそこそこの技術

が必要で、 スイングやビ ・ バップとかいろんなことができなきゃ

いけないし、 譜面も読めなきゃいけないし、 お金をもらっている

人のサイドメンとして入って、 ちゃんとプロとしてのテクニックを身

に付けていく場所があったんです。 アルバムや CD に関しても、

今はアマチュアの人も簡単にレコーディングが出来て、 自分たち

でアルバムを出せたりして、 音楽が一般の人の手にも掴めるよ

うになってきてはいるんですけど、 その分プロの層がどんどん薄

まってきて、 全体に押しなべて低い山のようになってきています

よね。でも、山って高くあるべきだと思いますし、裾野ばかり広がっ

てしまって高い山が全然ないのが現状かなと思いますね。

●今年 『東京マラソン』 で 3時間台完走を果たしたそうですが、

マラソンを始めたきっかけは？

　元々高校の頃にサッカーをやっていて、 運動は好きなんです。

ボストンに居た頃に 『ボストン ・ マラソン』 があって、 「あれに出
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たいなあ」 なんてずっと思ってて、あとダイエットが気になるので、

まあ走るのが一番いいということで始めたんです。 2、 3日に 1
回のペースで走っていますが、 昨日も 『河口湖マラソン』 を走っ

てきたので、 もう今日は歩けない状態です （笑）。

●納さんの夢について

　あまりないんですけど、 やっぱり死ぬまでにもう 1枚アルバム

作りたいですね。 ジャコも生涯 2枚でしたから。 僕も 「生涯 2
枚！」 って思ってて、 あともう 1枚何か自分が本当にやりたいこ

とをしっかりやれるアルバムが作れたらと思っています。 それが

いつになるのかは全然分かりませんし、 このままないかも知れ

ませんけどね （笑）。 自分でベース・ソロなどをやるというよりは、

そういう時は僕は逆にいいベーシストを呼んで来て弾かせたいく

らい （笑）。 どちらかというとコンポーザーやプロデューサーみた

いなポジションにいた方が面白いのかなあとは思いますね。ベー

ス 1本でどこまでできるかよりも、 自分の頭に鳴っているサウン

ドをどう具体化させるかという方が面白いですし、 ベース 1本で

どこまでできるかは、 ブライアン・ブロンバーグみたいなバーチュ

オーゾの人に任せておけばいいっていう気持ちですね （笑）。

●最後に納さんのようなプロのミュージシャンを目指す若い人た

ちにメッセージをお願いします

　大学生など今くらいの次期になってくると音楽で食って行くか行

かないかとか悩みも多くなって、 レッスンでもベースなんてほと

んど触らないで人生相談みたいになるんです （笑）。 でもはっき

りとした答えなどなくて、 僕自身が来年食えているのか分からな

いですしね （笑）。 大事なことは音楽が好きか嫌いか。 本当に

プロになりたいくらい好きで、 一日中音楽にどっぷりと浸かって

全てが音楽中心…みたいにそこまで好きならプロは面白いだろ

うし、 もしそれで何とかなれば、 こんな楽しい職業はないですよ

ね。 苦しさも勿論ありますけど、 楽しさの方が絶対にありますか

ら。 自分と音楽との距離感をしっかり考えることが大切ですね。

2006年に発表された納浩一の最新リーダー ・アルバム

キング ・レコード ： KICJ-498
￥2,800 (tax in)
Now On Sale!

琴線

納浩一

BLUES ALLEY JAPAN での LIVE を完全生収録した EQ の６枚目

Altered Records ： ALTEQ-1001
￥3,000 (tax in)
Now On Sale!

NOW & THEN
EQ

　【納浩一のオフィシャル ・ウェブ ・サイト】　⇒　http://www.osamukoichi.com/
【納浩一の twitter アカウント】　⇒　http://twitter.com/osamubass


